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令和７年度(202５年度)市長と語る会

笑顔あふれる日本一住みたいまち境港



Ⅰ 誰もが安心して元気に暮らす支え愛のまちづくり

Ⅱ さかな・鬼太郎・港を生かしたまちづくり

Ⅲ 地域を担う人を育むまちづくり

Ⅳ 自然と共に安全で住みよいまちづくり

Ⅴ 未来につけを回さないまちづくり

令和７年度は、次の５点について重点的に取り組みます。

○高齢者福祉の充実○子育て支援

○水産業の振興 ○農業の振興 ○観光の振興

○圏域の連携

○社会教育○学校教育

○環境対策 ○快適な生活環境づくり ○防災対策

○ＤＸの推進

○市民生活・地域経済の
下支え

○健康づくりの推進による
健康寿命の延伸

○地域福祉の推進

○港湾整備

○原子力防災 ○地域公共交通

○行財政運営



誰もが安心して元気に暮らす
支え愛のまちづくり



市民生活・地域経済の
下支え

地域福祉の推進

物価高騰が依然として続いていることから、
市民全員へ一人２，５００円分（５００円券×５枚綴り）
の買物・食事券を５月下旬（予定）から配付します。

◇約３６０店舗でご利用いただけます

第４弾 地元で買おう！食べよう！
さかいみなと応援券

民生委員協力員制度を創設

〇超高齢社会
〇コミュニティ意識の
希薄化 など…

そこで…

民生委員
民生委員
協力員

民
生
委
員
活
動

補佐・協力の依頼

補佐・協力の報告

地域福祉活動
相談・支援活動、見守り活動など

民
生
委
員
活
動

の
補
佐
・
協
力

新設

連携して活動

民生委員の負担増
・なり手不足



健康づくりの推進による健康寿命の延伸

≪第２期 健康づくり推進計画（令和７～12年度）を
策定しました≫

食育
推進計画

自死
対策計画

健康
増進計画

健康づくりを推進3つの柱
≫

基本目標 「心身ともに元気でいきいきと暮らし
健康寿命をのばそう」

「自分の健康は自分で守る」
～一人ひとりの取り組みを応援～

≪高齢者の帯状疱疹予防接種事業≫

≪次世代につながるしきゅう（至急・子宮）大作戦事業≫

次世代につながる
いのちと健康を守る

◇将来の妊娠・出産に備え、
健康状態を検査する（プレコンセプションケア）
「からだチェック券」を配付

◇20歳・25歳・30歳の女性を対象に
子宮がん検診とHPV検査が
無料で受けられる「クーポン券」配付

◇受けよう！HPVワクチン接種
・子宮がん検診
自分の体を守る方法や
その必要性について広く啓発

重点活動
妊娠期から高齢期まで、ライフステージに
応じた切れ目のない取り組みの展開

～学校・企業・地域などとの連携～

◇よく噛んでおいしく食べるための食育と連動した
歯の健康づくり
→子ども～高齢者、妊産婦への「歯科けんしん」と「フッ素塗布」

◇働き盛り世代の健康づくり

◇高血圧予防を重点とした健康づくり
→「大人の高血圧予防塾」開講

予防接種（ワクチン）で
疾病・重症化を予防

接種費用
助成

対象
〇65歳、70歳、75歳、80歳、
85歳、90歳、95歳を迎える方
〇100歳以上の方

高齢になるほど発症率がＵＰ!
重症化すると目や耳に合併症を引き起こし、
日常生活に支障をきたす場合も!!

予防接種で後遺症を
防ぎましょう



子育て支援

なかはま保育園のトイレ

公立保育園３園リニューアル

あがりみち保育園の給食室

≪改修後のトイレと給食室≫

わたり保育園の完成イメージ図（令和７年度完成予定）

令和５年度
(実施済み)

なかはま
保育園 乳児の保育室の整備に合わせ、

老朽化している冷暖房設備、トイレ、調理室等
を改修あがりみち

保育園

令和
６～７年度

わたり
保育園

新築工事を実施（～令和８年度）
建物は、環境に配慮したＺＥＢ化
医療的ケア児に対応できる設備やバリアフリー化

公立保育園での０歳から就学前までの一貫保育の実現に向け、
令和３年度から整備開始

子育て全般に関する相談を受け、相談内容に応じた
保育サービスの利用や専門機関への取次などを行う
「保育コンシェルジュ」を子育て支援課に配置。

「保育コンシェルジュ」を配置

≪保育コンシェルジュの配置でできること≫
◇相談内容に応じた、保育サービス等への取次

◇保育サービスの情報発信
多様な保育サービスの紹介や保育園の空き状況など
の情報発信を行う

相談内容 対応例

子どもを預けたい
保育園・幼稚園・一時預かり
などを紹介

子どもの発達が
気になる

専門の相談支援窓口などを紹
介

子育てがしんどい
子育てサークル、保健師、家
庭相談員などを紹介

「子育てが上手く
いかない」

「子育てにかかり切りになり、
自分の時間がもてない」



【エクササイズさかいみなと】
自宅での運動習慣をつけることを目的に

令和６年度から開始。
地域包括支援センターのリハビリテーショ

ン専門職による３か月の運動コースです。

【助成額】
補聴器本体購入費用の｢半額｣を助成します。
（上限額30,000円）

高齢者福祉の充実 ～高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らすことができるまちづくり～

ケアマネジャー、社会福祉士、保健師、
リハビリテーション専門職が、
高齢者の様々な相談に対応したり、
フレイル予防の取り組みに力を入れ、
健康寿命延伸にむけた取り組みを推進
していきます。

高齢者に関する総合相談窓口です。
さまざまなご相談に応じています。
お気軽にご連絡ください。
（市役所本庁舎１階 電話：0859-47-1131）

東京大学高齢社会総合研究機構
飯島勝矢監修フレイル予防ハンドブックより

みんな一緒にフレイル予防大作戦！

中等度難聴の65歳以上の市民が、
補聴器を購入する際の費用の
一部を助成しています。

≪境港市地域包括支援センター≫ ≪ヒアリングフレイル対策≫ ≪フレイル予防の取り組み≫

聴こえの相談会

聴こえの講演会

毎月
開催

フレイルサポーターと一緒に、
市民による
市民のためのフレイル予防の推進

「百歳体操一緒に
始めませんか」

早めの対策が必要！
早期受診・相談

年1回
開催

言語聴覚士が聴こえに関する
相談ごとにお答えします。
また、
必要な人には受診を勧めます。
お気軽にご相談ください。
※定員は毎月３人までです。

【講演会で出たポイント】
○補聴器を使いこなすには、
脳の慣れが必要
○聴こえが心配な時には、
早期受診・相談が重要

認知症予防にも効果があります



さかな・鬼太郎・港を
生かしたまちづくり



水産業の振興
令和６年 境漁港の実績
◇水揚量 全国第３位（約１２万６千トン）
◇水揚金額 全国第４位（約２３９億４千万円）
水揚量は２年連続で1２万トン突破、
水揚金額は２年連続で２３０億円を上回る

県営境港水産物地方卸売市場・
高度衛生管理型市場整備
県営市場に隣接する形で共同利用の
冷凍・冷蔵施設が整備（令和７年秋供用開始）

市で備品整備費の一部を補助

陸上処理能力の課題

資源
回復

マイワシ、サバ等
の水揚げ好調

加工・冷凍冷蔵施設の
老朽化等により処理能
力低下

→水揚げ制限

冷凍冷蔵施設の更新
、増設など処理能力
を上げていくこと

弓浜地区白ねぎ産地の生産振興プラン

《計画の重点４課題》
①担い手・新規就農者の確保
②農地利用の効率化
③収益性の向上
④販売・ブランド力の向上

農業の振興

弓浜地区（米子市・境港市）の白ねぎ栽培の重点４課題
の解決に向けた取り組みを行い、西日本一の白ねぎ産地
を目指す。

弓浜干拓地の営農基盤強化プラン

《５本柱の重点対策》
①担い手農業者、新規就農者の
農地確保と育成

②遊休農地の拡大防止・解消
③担い手農業者同士の連携による
輪作営農体系の構築と主要品目の生産力向上

④農地の排水改善・耕作条件改善による
主要品目の生産力向上

⑤カラス被害対策・防風対策による
安全・安心の営農基盤づくり

次世代の担い手に繋ぐ日本一の干拓地営農の確立を目指
し、農業者と関係機関・団体が、これまで培ってきた経
験と知識を改めて集結させ、課題解決に取り組む。

ストーンピッカー



みなと祭（7/27）みなと祭前夜祭（7/26）

観光の振興

５年ぶり
２００万人を突破 ! !

水木しげるロード入込客数推移

国際観光推進事業

◇今年で８０回を迎えることから、

例年よりも規模を拡大した花火大会の開催
◇境港市出身のドラマー

あらきゆうこさんらによる一夜限りの前夜祭を復活

教育旅行誘致による賑わいづくり
◇５月２９日（木）新たに
米子・台湾便が就航（月・金）

◇３月３０日（日）からは
ソウル便が３便→５便化
◇香港便（水・木・日）
◇日韓定期貨客船
（韓国・東海市、週１便）

令和５年度に

「水木しげるが見た戦場

～どんなに辛くても己の道を進む～」を制作
→教育旅行の誘致に向けて取り組むほか、

県内、圏域の校外学習としての活用を呼び掛ける。

圏域をはじめとする日本人に気軽に海外で楽しめること
をＰＲし、相互に利用することで空と海の道をさらに太い
ものにする。

2025.1～4月末まで約531,000人
（対前年比約101％ 約4,600人増）



圏域の連携

中海・宍道湖８の字ルート
～あたかも一つのまち 住みたくなる

中海・宍道湖・大山圏域をめざして～

中海・宍道湖８の字ルート（計画延長172kmのうち81kmが未開通）
◇米子･境港間の高規格道路：令和７年度から概略ルートや構造を検討する
「計画段階評価」を進めるための調査に着手

◇山陰道：米子ICから出雲ICまで全線開通
（米子西IC～安来IC間及び松江玉造IC～宍道JCT間の一部の4車線化と

安来スマートインターチェンジ(仮称）を整備中）
◇境港出雲道路：計画延長70kmのうち12kmが部分的に完成
（松江北道路（西浜佐陀IC～川津IC間の10.5ｋｍ）を整備中）

港湾整備

昭和南地区「新規岸壁」事業化決定
事業期間：令和7年度～令和10年代半ば
総事業費：202億円

（竹内南地区） 航路浚渫（R6～R10）
公共マリーナ拡張（R4～R10）

※現在事業費精査中

水深10.5ｍに。22万トン級
クルーズ船にも対応

マリーナの機能強化
堆砂対策

≪国土交通省 直轄事業≫

≪境港管理組合≫



地域を担う人を育む
まちづくり



学校教育

市民温水プールでの授業の様子

令
和
６
年
度

意見聴取熟議期

◇児童生徒・教職員
・ＰＴＡ意見聴取熟議
◇アンケートの分析

学校再編計画推進事業

令
和
７
年
度

再編素案策定期

◇意見集約
◇素案策定
◇市民熟議
◇パブリックコメント

令
和
８
年
度

諮問委員会検討期

◇有識者による
専門委員会立ち上げ
◇学校再編計画策定審議会
（仮称）での検討会議
◇答申

令
和
９
年
度

再編計画策定期

◇答申を基に
再編計画策定
◇議会報告
・市民へ周知

学校プール授業委託事業
令和６年度から外江小学校・第二中学校で市民温水プールでの授業を
試行的に実施

→今年度からは以下の小学校３校を加えた５校で試行
◇渡小学校 ◇境小学校 ◇余子小学校

《期待される効果・メリット》
◇スイミングスクールの指導により泳力を向上
◇屋内プールを活用することで、
熱中症対策や冬場の体力づくりなどに効果

◇学校プールの維持管理費の削減や、教職員の負担軽減

《上記以後の予定》
令和10年度～ 建設計画策定期
◇建設計画
◇複合施設（児童クラブなど）の検討
◇教育課程の編成、ソフト面の検討 など

令和16年度～ 新しい学校建設期
◇基本設計・実施設計
◇建設 など

令和20年度～ 新しい学校始動期
◇教育課程の決定、通学バスの運用 など

　

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 合 計 １年 ２年 ３年 合 計
渡小学校 34 44 38 52 49 56 273 第一中学校 91 88 87 266
外江小学校 35 36 38 46 34 36 225 第二中学校 77 92 104 273
境小学校 40 40 43 41 41 40 245 第三中学校 96 78 92 266
上道小学校 45 44 48 43 41 40 261 合 計 264 258 283 805
余子小学校 36 39 50 35 47 52 259
中浜小学校 45 43 51 42 57 52 290
合 計 235 246 268 259 269 276 1,553

令和７年度 児童生徒数（令和７年５月１日現在）



≪目的≫
施設の長寿命化を図るとともに、展示リニューアル改修を行い、
施設の魅力向上を図る。

社会教育
海とくらしの史料館改修事業

市民テニス場改修事業

≪改修工事（主な内容）≫
◇フェンス改修（第１～４コート）
◇コート張替（第５、６コート） など

≪施設利用停止期間（予定）≫
◇令和７年11月～令和８年３月

竜ケ山陸上競技場改修事業

≪改修工事（主な内容）≫
◇フェンスの更新
◇建物（管理棟、観客スタンド、器具庫等）改修
◇トイレ洋式化 など

≪施設利用停止期間（予定）≫
◇令和７年11月～令和８年３月

公民館空調改修事業

≪改修施設≫
◇渡公民館、外江公民館、余子公民館、中浜公民館

≪改修工事（主な内容）≫
◇全館空調（灯油） ⇒ 個別空調（電気・ガス併用）

※停電時でも電源確保ができ、避難所機能が強化

≪スケジュール≫
◇令和７年11月工事完了予定

余子公民館

竜ケ山陸上競技場

海とくらしの史料館

市民テニス場改修イメージ図

≪スケジュール≫
令和７年度 基本構想
令和８年度 基本計画
令和９年度 基本設計
令和10年度 実施設計
令和11年度 改修工事
令和12年度 オープン



自然と共に安全で住みよい
まちづくり



◇海浜清掃・川ごみ回収◇ごみの減量化にご協力を！
家庭ごみの減量化に加え、事業所ごみの減量化に
向け、商工会議所と連携し広報、啓発活動を実施

◇チャレンジ！生ごみダイエット
コンポストの購入費用を助成

◇ストックヤード整備
清掃センターの焼却場跡地に
新たにごみを受け入れる施設を整備

環境対策

国土交通省境港湾・空港整備事務所提供

脱炭素社会の実現 海や海辺の環境を守る取く組み

循環型社会の推進

≪脱炭素先行地域づくり事業≫
公共施設と荒廃農地に太陽光発電を設置

≪ブルーカーボン≫
藻場の造成を中浜港で試験実施 中海でのアマモ移植活動を支援

【提供】NPO法人未来守りネットワーク

海浜清掃ボランティア
募集中！

ポイ捨て禁止！



快適な生活環境づくり
空家対策
《住まいの終活「住み継ぎノート」を活用しよう。》

今後も空家の増加が懸念されます。
あなたの「いえ」が空家になる前から、
「いえ」の将来のことを家族で相談しま
しょう。
「住み継ぎノート」は、市ホームページ
に掲載しています。

《空家除却支援事業》
空家の解体、撤去、廃材等の処分
および跡地の整理に要する費用を助成

before after

補助率

５分の４
上 限

６0万円

この事業は令和７年度まで！
お早めにご検討ください！！
特に旧耐震の空き家所有者は、
積極的な活用を！！

《空家利活用流通促進事業》
空家の売買や賃貸、移住などの利活用を目的として改修を行った費用を
助成
補助率

２分の１
上 限

９0万円
１５０万円 before after

住宅
住宅
以外

住宅・建築物耐震化促進事業補助金
住宅・建築物の耐震診断・改修設計
・耐震改修・建替・除却を行う所有者に対し、
費用の一部を助成

下水道管路の老朽化対策

公園のリニューアル整備

補助率

５分の４
上 限

８0万円

補助率

５分の４
上 限

５０万円

NEW！
（R6.8.1～）【耐震シェルター】 【耐震ベッド】

老朽化の状況を把握し、

対策を検討

境港市の
公共下水道

H2.4～
供用開始

老朽化による道路陥没等の
重大事故を防止するため、
鉄筋コンクリート管を中心に
マンホール内と下水道管内
を点検・調査

R7年度は…

境中央公園

「みなとテラス」と一体的に活用が可
能で、誰もが利用しやすい
「インクルーシブ公園(※)」として整備

（※）インクルーシブ公園
障がいのある子どもも、ない子どもも
一緒に楽しく遊ぶことができる公園

竜ケ山
球場

竜ケ山公園周辺（球場南側）

バスケットボール、スケートボード等の
スポーツやイベント、
災害時の避難に活用ができる
屋根付き広場、防災備蓄倉庫、
駐車場等を整備



自助

共助 公助

防災対策

原子力防災

≪水害ハザードマップ作成事業≫
◇令和３年７月豪雨等を踏まえ策定した
 「雨水管理総合計画」の浸水シミュレーションに
 基づく「内水ハザードマップ」と既存の
「津波・洪水ハザードマップ」の内容を一枚に集約した
「水害ハザードマップ」を作成

◇小学生や外国人などにも伝わる
分かりやすいものを目指す
（例）見やすい色分け、やさしい日本語、

ピクトグラム活用等

≪地域防災力の強化≫
◇地域防災を支える消防団の活動支援と

団員確保
◇自主防災組織の活動や資機材整備を支援
◇防災士の資格取得支援、組織化

≪感震ブレーカー設置事業補助金≫
◇震災時に電気火災の発生を未然に防ぐための

感震ブレーカーの設置費用を助成

≪避難所等環境整備事業≫
◇避難所環境の充実に向け、要支援者等の

生活をしやすくする簡易ベッド等を整備

補助率

３分の２
上 限

４万円

◇毎年市内７地区で広域住民避難計画の住民説明会を実施
今年は、４月１４日～２５日に各地区公民館で開催

◇毎年11月頃に広域住民避難訓練を実施
今年は中浜・余子・誠道が対象地区

令和５年に全戸配布しました。
普段から車の中や玄関先に備
えましょう！

安全・安心に暮らせるまちづくり

広域住民避難計画の実効性を向上

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
　本年１月１日に発生した「令和６年能登半島地震」では、石川県を中心に甚大な被害が発生しました。 本市においても、震度３の揺れと、津波注意報が発表され、６０センチの津波が観測されました。自然災害の脅威を身近に感じたところであります。 こうした中、今年度は、新たな災害対策として、内閣府の「クラウド型被災者支援システム」を鳥取県内19市町村で共同導入し、デジタル技術の活用により、被災者支援の迅速化・効率化を図ります。

　原子力防災対策につきましては、引き続き、山陰両県と６市、関係機関と連携して行う原子力防災訓練等を通じて、広域住民避難計画の実効性の向上を図り、市民の皆様の安全・安心の確保に努めてまいります。また、「原子力災害発生時の避難行動計画地区別パンフレット（地区別パンフレット）」について、●月には、各地区で住民説明会を開催し、あらためて、パンフレットの周知を図ります。（中国電力は、島根原子力発電所２号機について、令和６年８月再稼働の予定を公表していますが、令和６年能登半島地震による志賀原子力発電所への影響を踏まえた国や中国電力などの動向を注視し、適切に対応してまいります。）

　地域防災力の強化については、防災訓練や出前講座等のあらゆる機会を通じて、日頃から災害に備え、「防災を自分事」と意識いただけるよう、啓発活動を実施しつつ、自主防災組織への活動支援や防災士の組織化による意見交換の場の創出、地域防災の中核的な役割を担う消防団との協働により、地域防災力の向上を図り、安全に安心して暮らせるまちづくりを進めてまいります。

　また、災害時に災害時に井戸水を無償で提供できる方を募集しています。災害時に生活用水（洗濯・トイレ等に使用する水）を提供することが可能であることを条件に登録を希望される方は、登録時に無料で井戸水の１１項目の水質検査を受けることができます。
　今後、当該制度を広く周知し、登録井戸を増やすことで、災害時における生活用水の確保に努めてまいります。※飲料水ではございません。

　




地域公共交通

従前の「はまるーぷバス」では…
「目的地への到着に時間がかかる」
「１日の本数が少ない」
「ＪＲ境線との接続が悪い」

などの課題

予約型乗合バス「みなとーる」導入

◇バス停の数を増加（113か所→185か所）
◇おおむね希望時間に目的地に到着
◇ＪＲ境線や路線バスなど他の公共交通機関との

接続がスムーズ

利便性

ＵＰ！

不安を解消し、安心してご利用いただくため
昨年11月８日から乗り方教室等説明会を実施
◇開催回数：85回
◇参加者数：延べ 1,693人
→◇利用者数：延べ16,506人

（R7.1.12～4.30）
・実証運行（１～３月）：9,237人
・本格運行（４月～ ）:7,269人



未来につけを回さない
まちづくり



ＤＸの推進

①オンライン申請 ③自宅で受け取り②オンライン決済

※郵送で自宅に
証明書等が届きます

※マイナポータルの
ぴったりサービス

・クレジットカード
・２次元コード決済
（PayPay、d払い、au PAY）

書かない窓口・行かない窓口

≪行かない窓口（証明書オンライン請求導入）≫
◇戸籍や住民票などの証明書

マイナンバーカードを利用し、交付申請と手数料の決済を自宅等から
オンラインで行い、郵送で証明書を受け取るサービスを６月開始予定

≪書かない窓口（令和６年度～）≫
◇窓口証明書交付サービス

マイナンバーカードがあると、申請書を書かずに
各種証明書（住民票、印鑑証明、所得証明）を受け取れます。

◇申請書記入サポート機器
マイナンバーカード・運転免許証などを
利用し、住所・氏名・生年月日が記入
された申請書が自動で作成されます。

行財政運営
人口減少対策・移住定住対策
《ストップ！人口減少

だれもが働きやすいまちプロジェクトチーム》

プロジェクトチーム（境港商工会議所等と連携）
・人口減少対策や移住・定住対策の総点検
・だれもが働きやすい職場の実現 など

《移住・定住支援》
①地方創生移住支援金

東京圏からの移住者 ⇒１世帯100万円
（子ども１人につき100万円を増額）

②新しいふるさとでのライフステージ補助金
39歳以下の若年層 ⇒１世帯20万円

③移住希望者お試し滞在支援補助金
⇒１泊につき１万円を助成

《境港出会い応縁》
◇鳥取県が開設している婚活サポート

『とっとり出会いサポートセンター「えんトリー」』
◇圏域と連携した婚活イベントを開催

若者の都会への流出 ☆特に女性の減少が顕著課題

若者・女性にも選ばれるまち目標

収入確保

◇市営住宅跡地など、
使わない市有地を売却することで

収入を確保
市営住宅跡地（イメージ）
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